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米軍人による性的暴行事件に厳重に抗議し，実効性のある対策等を 

強く求める決議 

 

 ２０２３年１２月，米軍嘉手納基地所属の空軍兵が１６歳未満の少女を車で誘拐し，

性的暴行を加えたとして，わいせつ目的誘拐及び不同意性交等罪で那覇地検が本年３

月に起訴していたことが，６月２５日の報道で明らかになった。  

 また，５月にも米海兵隊員が不同意性交致傷の容疑で沖縄県警に逮捕され，その後

起訴されていたことが６月２８日に捜査関係者への取材で判明している。さらに，１

月から５月までに，３人の米軍人が不同意性交容疑で逮捕されていたことも判明した。

昨年の誘拐・性的暴行事件を速やかに沖縄県に報告，公表していれば，以後の事件は

防ぐことができたと思われる。  

 沖縄で繰り返される米軍人・軍属らによる犯罪は，沖縄の日本復帰から２０２２年

までの５０年間で６，１６３件あり，うち強制性交や殺人などの凶悪犯罪は５８４件

に上る。特に，繰り返される女性への性暴力は許し難いものである。  

 １９９７年に日米合同委員会で，米軍に関わる事件については日米間で共有し，正

確かつ直ちに地域社会に対し提供することが重要と，沖縄県及び関係市町村に通報す

ることが合意されたにもかかわらず，平和外交で力を尽くすべき外務省による情報隠

しは，米軍基地による被害に苦しみ続ける沖縄の人々を重ねてじゅうりんするもので

ある。 

 日米両政府は，こうした事件が戦後７０年余も幾度となく繰り返されている事態を

重く受け止め，これ以上の沖縄県民の犠牲を断ち切るべく，実効性ある抜本的な対策

を講ずるべきである。 

よって，本市議会は，人としての尊厳と人権を守る立場から，関係機関に対し，今

回の事件に厳重に抗議するとともに，次の事項が早急に実現されるよう強く要請する。 

 

１ 被害者への謝罪と十分な補償を遅滞なく行うこと。 

 

２ 一連の事件の情報を速やかに沖縄県と共有しなかった理由と責任を明らかにし，

詳細に説明すること。 

 

３ 米軍人・軍属らの綱紀粛正と人権教育を徹底的に図るとともに，実効性のある抜

本的な再発防止策を講じ公表すること。  

 

以上，決議する。 

 

 

旭 川 市 議 会 


